
⾷材えびす for Coop Karte Network Service

⽣協仕⼊先様向け 操作マニュアル

第8版

※本マニュアルについて
 本マニュアルに掲載されている画⾯は、ご利⽤の環境（OS / ブラウザ / eBASEシリーズなど）により
 異なる場合がございますが、マニュアルに記載されている操作に関しての違いはございません。

■eBASEシリーズやオプションソフト等のマニュアルは下記URLよりご覧いただけます。
  ＜Onlineマニュアル＞https://www2.ebase-jp.com/eb_manual/

eBASE株式会社
2021/10/11
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プラグインインストール
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■ プラグインダウンロード

▼ CKNS参加⽣協様⼀覧

１．下記URLにアクセスし、企業⼀覧よりお取引⽣協様、または帳合先企業名を選択してください。

「⾷品業界向けプラグイン/マニュアルダウンロード」
http://www.ebase.co.jp/foods/download/index.html

※eBASEのデータ⼊⼒・出⼒（検索・出⼒）画⾯右側にあるお知らせ画⾯の「プラグインダウンロード」からもアクセス可能です。

コープきんき(宅配) コープきんき(店舗) コープきんき(ギフト) コープデリ(旧コープネット)

コープ北陸 東海コープ事業連合 コープCSネット

２．ご使⽤のeBASEシリーズ名を選択してください。
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３．選択した⽣協、または帳合先企業の専⽤ダウンロードページが開きます。

４．画⾯下部の「基本プラグイン」の「同意してダウンロード」ボタンをクリックしてください。

５．ファイルのダウンロード画⾯が表⽰されます。
  「保存」ボタン横の「▼」をクリックし、「名前を付けて保存」を選択すると、保存先の指定画⾯が表⽰されます。

※ご使⽤のパソコンの環境によって、画⾯が異なる場合があります。

６．「名前を付けて保存」画⾯が表⽰されます。保存先を指定し「保存」ボタンをクリックしてください。
  ダウンロードが開始されます。この時、ダウンロードするファイル名と保存先を控えておいてください。

※ご使⽤のパソコンの環境によって、画⾯が異なる場合があります。
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７．「ダウンロード完了」画⾯が表⽰、または⾃動的にダウンロード画⾯が終了したら、ダウンロードは完了です。

※ご使⽤のパソコンの環境によって、画⾯が異なる場合があります。

８．ダウンロードページに戻り、「専⽤（アドオン）プラグイン」の「同意してダウンロード」をクリックし
  「基本プラグイン」と同様に４〜６の⼿順でファイルを保存してください。
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■ プラグインインストール

１．指定した保存場所にダウンロードしたファイルが保存されます。
  ダウンロードした基本プラグインのファイル「eBfoods_ebj.exe」をダブルクリックしてください。

２．「インストールしますか︖」とメッセージが表⽰されます。「はい」をクリックしてください。

３．「MSDインストール画⾯」が表⽰されます。インストール対象のボリュームにチェックをつけて「実⾏」ボタンをクリックしてください。
  （複数ボリュームにチェックが可能です）

４．「インストールを完了しました」とメッセージが表⽰されたら「OK」ボタンをクリックしてください。
   基本プラグインのインストールは完了です。
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５．「専⽤プラグイン」をインストールします。
  ダウンロードした「専⽤プラグイン」のファイルをダブルクリックしてください。

６．「インストールを開始しますか︖」とメッセージが表⽰されます。「はい」をクリックしてください。

７．「送信先選択」画⾯が表⽰されます。該当する送信先にチェックを付けて「次へ」をクリックしてください。

※チェックを外してインストールすると、既存の送信設定を選択画⾯で⾮表⽰にすることができます。
  誤ってチェックを外してインストールしてしまった場合は、チェックを付けて再インストールしてください。

８．設定の確認画⾯が表⽰されます。「はい」をクリックしてください。
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９．「MSDインストール画⾯」が表⽰されます。インストール対象のボリュームにチェックをつけて「実⾏」ボタンをクリックしてください。
  （複数ボリュームにチェックが可能です）

※今回インストールするプラグインがインストール済みのボリュームは、既存でチェックがついています。
※先に「基本プラグイン」をインストールしてください。
 「基本プラグイン」がインストールされていないと、専⽤プラグインはインストールできません。

10．「インストールを完了しました」とメッセージが表⽰されましたら「OK」ボタンをクリックしてください。
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CKNSユーザーポータルサイト
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■ ⾷材えびす for CKNSユーザーポータルサイト閲覧⽅法

１．お知らせ画⾯より「⾷材えびす for CKNS User Portal」を選択してください。
  ※プラグインのインストールが完了していない場合、お知らせ画⾯は表⽰されません。
  ※BASEシリーズ〜ver.5.2.11をご利⽤のお客様は「データ⼊⼒・出⼒(検索・出⼒)」よりお知らせ画⾯をご確認ください。

2．⾷材えびす for CKNSユーザーポータルサイトが表⽰されます。
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■ ⾷材えびす for CKNSユーザーポータルサイトご利⽤⽅法

■■ ①CKNS会員登録（無償）お申し込みボタン

■■ ②CKNSサービス会員⽤ログイン画⾯

■■ ③新着情報お知らせ画⾯

⾷材えびす for CKNSユーザーポータルサイトでは、下記サービスを提供しております。

ボタンを押して、画⾯に従ってCKNS会員登録を⾏ってください。
お申し込み後、約１週間でお⼿続きが完了いたします。

※データ送信、商品登録・点検状況の確認には必ず会員登録が必要となります。

①の会員登録時に設定して頂いた、⾃社の法⼈ID・パスワードを⼊⼒し、「ログイン」ボタンをクリックしてください。
商品登録状況・点検状況をご確認頂ける画⾯（ワークフロー画⾯）に⼊ることができます。

CKNS事務局からの新着情報のお知らせやドキュメント、eBASEサポートセンターからの最新情報を表⽰しています。
新着情報をこちらでご確認頂き、各サイトへアクセスすることができます。
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CKNS eB-workflow（点検状況確認画⾯）
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■ CKNS eB-workflow（点検情報管理画⾯）の開き⽅

■■ ⾷材えびす for CKNS User Portalから開く

■■ CKNS共通タブから開く

CKNSに登録したデータは、「eB-workflow」画⾯で商品登録状況・点検状況をご確認いただけます。

⾷材えびす for CKNS User Portal（https://ckns.ebase-jp.com/workflow/LogonCoop_CUP.do）より
CKNS会員登録時に申請頂いた、⾃社のログインID・パスワードを⼊⼒して「ログイン」ボタンをクリックしてください。

CKNS共通タブにある「CKNS(ブラウザ版)を起動」をクリックするとWEBサイトが起動します。
※ログインにはCKNS会員登録時のログインID・パスワードが必要です。
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■ ログイン後の画⾯

■■ ログイン後の画⾯

作成者（メーカー）、提出者（帳合）ごとに表⽰される⼀覧画⾯は異なります。

【作成者（メーカー）】
ログイン時は ⾃社のCKNS登録商品がすべて⼀覧表⽰されます。

【提出者（帳合）】
ログイン時は 作成者（メーカー）から送信されたデータの中で、
⽣協様へ未提出のデータ、差戻し処理が⾏われていないデータの⼀覧が表⽰されます。

ヘルプ ・・・ 本マニュアルを閲覧・ダウンロードすることができます。
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■ キーワード検索/リスト検索

■■ キーワード検索

■■ ワークフロー検索

対象項⽬を選択して、検索したいキーワードで絞り込むことができます。

担当⽣協や状況などを指定して検索結果を絞り込むことができます。

 テンプレート   直接送信・帳合経由送信などの送信経路別に検索対象を指定します。

 進捗状況   ⼯程を選択し、状況別に検索対象を指定します。

 担当者   「承認者」「⼊⼒者」「申請者」から担当者を指定します。

 ⾃⾝の処理待ち案件   「未選択」（何も指定しない状態）か「承認待ち」を指定します。

■差戻し・中⽌データを検索する⼿順
 テンプレートを選択せず、進捗状況を以下で設定してください。
 ⼯程番号︓第1⼯程
 状況  ︓⼊⼒依頼中
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■■ 基本項⽬検索

■■ リスト検索

以下の項⽬から検索することができます。

検索対象のデータを⼀度に検索することができます。

1. 検索対象項⽬を選択してください。
2. 検索条件を選択してください。
3. 余⽩欄に検索キーワードを全て⼊⼒し、「検索ボタン」をクリックしてください。
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検索結果の⼀覧は、⾚枠部分をクリックして並び替え（昇順/降順）が可能です。

18



■ 案件状況・⼯程状況の確認

■■ 案件状況・⼯程状況の⾒⽅

■■ 詳細画⾯の起動

案件状況、⼯程状況は、それぞれ表⽰されているアイコンでご確認頂けます。
また、⾚⾊で点灯しているところが現在の⼯程（点検者）となります。

案件状況のアイコンをクリックすると、下記の詳細画⾯が表⽰されます。
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■■ 詳細コメント欄

■■ WF完了予定⽇

「差戻し」データは、帳合（ベンダー）様、または⽣協様が差戻し理由や修正内容を
コメント欄に⼊⼒されている場合があります。
コメント欄に「★[詳細コメントあり]」と表⽰がある場合は、「詳細コメント閲覧」ボタンよりご確認ください。

各⽣協単位で設定された「完了予定⽇」を表⽰します。
※必須⼊⼒項⽬ではありません。
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■■ 代表点検完了⽇、代表⽣協

代表点検が完了すると、専⽤点検の⼯程、案件状況は問わず、
「代表点検完了⽇」と「代表⽣協」に値が⼊ります。
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プラグイン画⾯の留意点
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■ プラグイン画⾯起動設定

■■ 画⾯モード名称

▼ コープきんき(宅配)

▼ コープきんき(店舗)

▼ コープきんき(ギフト)

▼ コープ北陸

▼ コープデリ

プラグイン画⾯上部の「画⾯モード」欄より、各提出先⽣協名を選択し画⾯を切り替えてください。
CKNS共通タブ、各⽣協名のアドオンプラグインタブが追加されます。

コープきんき（宅配） コープきんき（店舗） コープきんき（ギフト） コープ北陸

コープデリ 東海コープ（共同購⼊） コープCSネット
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▼ 東海コープ(共同購⼊)

▼ コープCSネット

▼ 画⾯モード「コープきんき（宅配）」「東海コープ(共同購⼊）」を選択した場合

▼ 画⾯モード「コープデリ」「コープ北陸」を選択した場合

▼ 画⾯モード「コープきんき(店舗）」「コープきんき(ギフト)」「コープCSネット」を選択した場合

プラグイン画⾯下部の「商品情報」欄に表⽰している項⽬は、
画⾯モード切替で「コープきんき（宅配）」「コープきんき（店舗）」「コープきんき（ギフト）」「コープ北陸」
「コープデリ」「東海コープ（共同購⼊）」「コープCSネット」を選択すると、標準の「eB-foods」画⾯とは異なる項⽬が表⽰されます。

「>>」ボタンで次項を、「<<」ボタンで前項を表⽰します。
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■ 必須設定

■■ 送信設定別詳細

プラグイン画⾯での必須設定項⽬の⾚⽂字表⽰と、データ登録時のチェックについて設定をします。
「環境設定」をクリックして環境設定画⾯を起動し、「必須設定」タブを選択します。

「必須⼊⼒項⽬の選択」で、ご⾃⾝の提出先（取引先企業）にチェックをして選択します。
選択した提出先の必須設定に従って必須項⽬を⾚⽂字で表⽰し、
データ登録時にこの設定に準じてデータの登録内容をチェックします。

※アドオンプラグインのインストールが完了していない場合、表⽰されません。
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■ CKNSの品番・バージョン管理

■■ CKNSの品番管理

■■ 「訂正元仕様書コード」とは

■■ バージョン番号の遷移

CKNSでは、「作成企業ID」＋「訂正元仕様書コード」を「品番」（キーコード）としてデータが管理されています。
そのため、CKNS上の仕様書データは、登録法⼈単位で登録、管理されます。

メーカー登録を原則としていますが、帳合企業による仕様書登録も可能です。
（帳合企業による代⾏作成・登録に対応）
また、同⼀仕様書コードでも、メーカーが直接登録したものと帳合が登録したものは、別実体として管理されます。

仕様変更で「訂正」をした場合、仕様変更する元データの仕様書コードが登録されます。
CKNSではこの「訂正元仕様書コード」が「品番」に含まれるので、「訂正」をしたデータを再送信した場合
初回登録時のデータに上書き（更新）登録され、別データとして登録されることはありません。
ただし、「更新（リニューアル）」をした場合は、「訂正元仕様書コード」も変更されますのでご注意ください。

１度データ送信（登録）したデータのバージョン番号より、低いバージョン番号のデータを再送信しても上書き登録ができない仕様となっていま
す。
（下記のエラーメールが返信されます）

上記メールが配信された場合は、「バージョン番号」をご確認頂き、最新のデータを再送信してください。
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■■ 「バージョン番号」とは

▼ 商品情報

▼ 仕様変更タブ

仕様変更で「訂正」や「更新（リニューアル）」をすると、「バージョン番号」が以下のように変わります。

【訂正】1.0→1.1→1.2→1.3   【更新】1.0→2.0→3.0→4.0
※訂正したデータ（バージョン1.1）を更新（リニューアル）した場合、バージョンは2.0となります。

「訂正元仕様書コード」と「バージョン番号」は、プラグイン画⾯下部の「商品情報」または仕様変更タブよりご確認頂けます。
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データ送信
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■ データ送信

■■ データ送信⼿順

▼ 送信対象データにチェックをつけます。

▼ 「送信・出⼒▽」→「データ送信／交換ファイル出⼒」または「データ送信」をクリックします。

Windows版 ver.5.3〜

Windows版 〜ver.5.2.11
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▼ データ送信画⾯が表⽰されます。

Windows版 ver.5.3〜                  Windows版 〜ver.5.2.11

1．「送信設定選択」欄の「▼」から該当の送信設定（送信先）を選択してください。

作成者(仕⼊先メーカー) 帳合企業名（コープ〇〇〇・作成者情報）

提出者(帳合) コープ〇〇〇（提出者情報）

直接送信 コープ〇〇〇（作成・提出者情報）

2．送信ファイル設定／送信関連設定の「標準の送信設定を利⽤する」にチェックをつけます。
※Windows版ver.5.3以上をご利⽤の場合は 送信設定を選択するとチェックがついた状態となっておりますので、そのままお進みください。
（「拡張設定」をクリックすると「規定の設定を利⽤する」のチェックボックスがあります。）

3．「データ送信」または「実⾏」をクリックします。
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▼ データ送信画⾯が表⽰されますので、必要な情報を⼊⼒し、「次へ」をクリックします。

▼ 転送のメッセージが表⽰されましたら「はい」をクリックし、完了画⾯が表⽰されましたら「OK」をクリックしてください。

 ユーザーID  お使いのeBASEjr.のユーザーIDが⾃動⼊⼒されますので、⼊⼒する必要はございません。

 ログインID  会員登録時に登録された⾃社のログインIDを⼊⼒してください。

 パスワード  会員登録時に登録された⾃社のパスワードを⼊⼒してください。

 提出先企業名  送信設定に帳合企業名が含まれている提出先の場合、⾃動で⼊⼒されますので、
 ⼊⼒する必要はございません。

 連絡欄  バイヤー様へお伝えする内容を⾃由にお書きください。
 横幅は短いですが、表⽰幅以上に⼊⼒が可能です。
 この項⽬に⼊⼒した値は、送信完了後に配信される確認メールの本⽂とワークフロー上の
 「コメント」欄に表⽰されます。

 確認メールアドレス  送信者⾃⾝のメールアドレスを⼊⼒してください。
 半⾓カンマで区切って、複数のメールアドレスを設定できます。

※IDやパスワードは⼤⽂字・⼩⽂字・半⾓・全⾓の判定も致します。必ず、お間違えの無いよう⼊⼒してください。
 ⾚字項⽬をすべて⼊⼒しないとデータ送信できません。

以上で、操作完了となります。
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■■ 送信データチェック結果

■■ データ送信中断

■■ 処理結果（確認）メール

送信するデータが不完全な場合、「送信データチェック結果」画⾯が表⽰され、データ送信が中断されます。
送信データチェック結果の内容に従ってデータを登録し、再度データ送信をして下さい。

例 ）「○○」の値が⼊⼒されていません／「××」欄は必須⼊⼒です。 → ⼊⼒画⾯で「○○」や「××」の項⽬に⼊⼒をしてください。

インストールされているプラグインのバージョンが古い場合は、データ送信が中断されます。

「はい」をクリックしてeB-Updateを起動して対象のプラグインをバージョンアップしたのち、再度データ送信をしてください。
              《オプションソフトウェア >その他 >eB-Update >操作⽅法のご案内 >(A)の操作 >(M)の操作 参照》

データ送信完了後、送信先サーバーでデータの取り込み処理が⾏われると、その結果がメールで⾃動配信されます。
※確認メール送信アドレスに⼊⼒したメールアドレスを対象に配信

データ送信が正常に完了した場合は件名に【処理完了】と記載されます。

データ送信が正常に完了しなかった場合は件名に【エラー】と記載されます。エラーの場合、データは取引先様に届いていません。
メール本⽂もしくは添付ファイルよりエラー内容を確認し、訂正の上再度データ送信を⾏ってください。
エラーの原因・解決⽅法につきましては、こちらをご確認ください。

※１度送信が完了したデータはeB-foods情報（アドオン画⾯以外）がロックされ上書き登録ができません。
 ただし、再送信した場合でもアドオンプラグイン情報は更新されるため【処理完了】のメールが配信され、
 点検（承認）が完了しているデータを再送信すると【エラー】メールが配信されます。
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作成者編
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■ 仕様書登録作業の流れ

「作成者」とは仕様書関連情報の作成者、主に⽣協２次仕⼊先メーカー（帳合経由で送信するメーカー）を指します。

作成者（仕⼊先メーカー）の仕様書登録、提出は下記の流れで⾏います。
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■ 登録状況の確認

■■ 登録商品がワークフロー上に存在しない場合

■■ 登録商品がワークフロー上に存在した場合

CKNSでは、データ送信を⾏うと⾃動的に登録商品がeB-workflow（取引管理情報）システムに起案されます。
まずは、⾃社商品仕様書の登録状況をご確認頂き、仕様書作成を⾏ってください。

※eB-workflow画⾯の閲覧⽅法、確認⽅法については キーワード検索/リスト検索 をご参照ください。

登録予定の商品の仕様書は、未登録です。
仕様書の作成を⾏い、データ送信をしてください。送信完了後、「代表点検」として登録されます。

⾃社内でeBASE交換ファイル(eB-Xfile)を利⽤し、１つの仕様書を複数の企業にご提出されている場合、
他拠点の⽅が既に登録済みの仕様書がワークフロー上に存在していることがあります。

既にワークフロー上にあるデータを別⽣協へ送信した場合、「専⽤点検」として登録されます。
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■■ 登録済み商品の修正

CKNSに登録済みのデータは、「eB-foodsプラグイン画⾯」の情報がロックされ、上書き登録ができません。
データの修正が必要な場合は、提出先の帳合（ベンダー）様や⽣協様にご連絡頂き、該当商品の「差戻し」処理を依頼してください。

※ワークフローの点検状況を確認し、「差戻し(⽣)」または「差戻し(提)」と表⽰されていること
 作成者の⼯程状況が「⼊⼒待」と表⽰されていることをご確認の上、データを再送信してください。
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■ 仕様書の作成

■■ 確認・承認画⾯の⼊⼒

作成者の⽅は「eB-foodsプラグイン」＋「CKNS共通」を⼊⼒します。

eB-foods⼊⼒基準書や点検基準の資料につきましてはCKNS公開ドキュメントに掲載しております。

下記URLより各資料をご参照ください。
■https://www2.ebase-jp.com/ckns_user_portal_contents/Logon.do?ckns=document

「仕様書作成者」欄に⼊⼒した値はワークフロー上の「作成者会社名」「作成者⽒名」「作成者所属」に反映されます。

「仕様書提出者」情報は、取引先企業名のタブが表⽰されている場合、「標準確認⼊⼒」タブ内に⼊⼒してください。
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■■ CKNS共通画⾯の⼊⼒ ※全⽣協共通

CKNS共通画⾯の「作成者情報」欄を⼊⼒してください。
※送信設定「【〇〇】作成者情報」で送信した場合、作成者情報に⼊⼒した値のみ送信されます。

※管理添加物・包材材質確認・添付欄は全⽣協様共通となりますが、web開⽰情報は各⽣協様ごとで管理されます。
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■ 点検状況の確認

■■ 代表点検

■■ 専⽤点検

■■ 差戻しデータ

■■ 点検完了

データ送信完了後は、workflow画⾯より登録したデータの点検状況をご確認いただけます。

新規で送信が完了すると、点検種別︓代表 ／ 案件状況︓進⾏中 となり「提出者点検」に⼯程が移ります。

既にワークフロー上にあるデータを
別⽣協宛で送信が完了すると点検種別︓専⽤ ／ 案件状況︓進⾏中 となり「提出者点検」に⼯程が移ります。

登録後に提出先（帳合・ベンダー）または、⽣協側で「差戻し」された場合、
点検種別の下に 差戻し(⽣)／差戻し(提) が表⽰され、 ⼯程は「作成者」に戻ります。データを修正後、再送信してください。

最終点検の承認処理が完了した場合、 案件状況︓完了となります。
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提出者編
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■ 仕様書登録作業の流れ

「提出者」とは、仕様書関連情報の提出者という意味です。
※ここでは主に、⽣協１次仕⼊先・帳合（ベンダー）様の中でeBASE社が有償提供する仕様書データ収集機能
 またはASPサービスを利⽤して仕⼊れ先からの仕様書データを受信されている帳合様を指します。
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■ 登録状況の確認

■■ 作成者からのデータ受信

データ受信機能/ASPサービスをご利⽤の帳合（ベンダー）様対象

CKNSでは、データ送信を⾏うと⾃動的に登録商品がeB-workflow（取引管理情報）システムに起案されます。
作成者のデータ送信が完了し、登録商品が起案されると提出者の仕様書点検・データ送信が可能となります。

ワークフロー上のデータは「提出者点検」に⼯程が移っており、案件状況︓進⾏中の状態になります。

登録商品が上記の状態であることをご確認頂き、仕様書の点検・決済の操作に進んでください。
⼯程が「作成者」に移っている場合、または登録商品がワークフロー上に存在しない場合は、仕⼊先様にデータ送信（登録）を依頼してくださ
い。

eBASE社が有償提供する仕様書データ収集機能を利⽤し、仕⼊先からデータを収集されているベンダー様は
これまでと同様の受信⽅法となります。

ただし、CKNSから受信したデータについてはeB-foods情報の編集は不可となります。
「確認・承認」画⾯の各⽣協⽤タブ内、各⽣協のアドオンプラグイン画⾯のみ⼊⼒可能となります。

プラグイン起動時                        データ登録時

※CKNSを経由したデータは、プラグイン起動時・データ登録時に、それぞれ上記のメッセージを表⽰します。
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■ 決裁（承認・差戻し）

■■ 承認

■■ 差戻し

▼ CKNS共通タブ

データ受信機能/ASPサービスをご利⽤の帳合（ベンダー）様対象

作成者からの受信データの内容を確認し、不備がない場合はアドオンプラグインの提出者情報を⼊⼒し、⽣協へデータ送信 (承認) を⾏います。
内容に不備があった場合は 差戻し を⾏います。

作成者からの受信データ（商品仕様書）の内容に不備がなければ、アドオンプラグインの提出者情報を⼊⼒し、データ送信を⾏います。
送信設定は「○○○○(提出者情報)」を選択してください。

データ送信が完了すれば、提出者の「承認」が完了です。 ※提出者はワークフロー画⾯上で承認作業は⾏えません。

作成者からの受信データ（商品仕様書）の内容に不備があった場合、差戻し処理を⾏います。
※作成者は差戻し処理後でないと、データを再送信してもeB-foods情報の内容は更新されません。

「代表点検」を担当する卸様の場合のみ、「否承認（差戻し）」機能を利⽤することが可能です。

差戻し対象のデータを開き、CKNS共通タブ＞CKNS(ブラウザ版)を起動をクリックします。
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ログイン画⾯が表⽰されますのでID/PWを⼊⼒し、ログインしてください。

ログイン頂きますとeBASE上で現在閲覧しているデータに対し、状況をご確認いただけます。

案件状況アイコンを押すことで、eB-workflowの詳細画⾯が起動します。※⼯程が提出者点検の場合、「差戻し」機能の利⽤が可能です。
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詳細画⾯下部の【決裁コメント】欄に⼊⼒をして、「差戻し」ボタンを押してください。 ※「⽒名」は必須⼊⼒です。
「⼀時保存」ボタンを押すと、⼊⼒した「⽒名」や「コメント」などを保存することができ、画⾯を切り替えた場合も値が保存されます。

確認メッセージが表⽰されます。そのまま差戻し処理を実⾏する場合は、「OK」ボタンをクリックしてください。

※完了後は、「差戻し」ボタンが表⽰されなくなります。

差戻し完了後、⼯程が作成者に移っているかワークフローの点検状況をご確認ください。（処理完了まで少し時間がかかる場合がございます。）
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■■ 差戻しコメントの⼊⼒

詳細画⾯より「差戻し」処理を⾏うと、詳細コメントが⼊⼒いただけます。
修正後の提出期限や差戻し理由、修正内容などを⼊⼒し、作成者（メーカー）にて閲覧することが可能です。

「詳細コメント⼊⼒」ボタンを押すと詳細コメント⼊⼒画⾯が起動します。⼊⼒後は「⼊⼒完了」ボタンを押して画⾯を閉じます。
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■ 仕様書の作成

■■ 確認・承認画⾯の⼊⼒

提出者の⽅は「確認・承認」＋「各⽣協アドオンプラグイン」（提出者情報欄）を⼊⼒します。

「仕様書提出者」欄に⼊⼒した値はワークフロー上の「提出者会社名」「提出者⽒名」「提出者所属」に反映されます。

「仕様書提出者」情報は、各提出先⽣協名のタブ内に⼊⼒してください。
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▼ 仕様書承認欄がグレイアウトしていて⼊⼒ができない場合

包材表⽰ ・・・ 包材画像や商品画像の添付欄の「未確定」にチェックが⼊っていませんか︖
栄養成分の「成分値未確定」にチェックが⼊っていませんか︖

製造⼯程 ・・・ 製造⼯程全般>「⾦属探知機」「ウエイトチェッカー」の値が「未確定」になっていませんか︖
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■■ アドオンプラグイン画⾯の⼊⼒

各アドオンプラグイン画⾯の「提出者情報」欄を⼊⼒してください。
※送信設定「【〇〇】提出者情報」で送信した場合、提出者情報に⼊⼒した値のみ送信されます。

【コープきんき(宅配)】
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【コープきんき(店舗)】

【コープきんき(ギフト)】
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【コープデリ】

【コープ北陸】
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【東海コープ】

【コープCSネット】
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■ 点検状況の確認

■■ 代表点検

■■ 専⽤点検

■■ 差戻しデータ

■■ 点検完了

データ送信完了後は、workflow画⾯より登録したデータを検索し、確認してください。

提出者情報の⼊⼒・データ送信が完了すると、「⽣協１次点検」に⼯程が移ります。

既にワークフロー上にあるデータを別⽣協宛に提出者情報の⼊⼒・データ送信を完了すると、「⽣協１次点検」に⼯程が移ります。

登録後に提出者（帳合）または、⽣協側で「差戻し」をされた場合、
点検種別の下に 差戻し(⽣)／差戻し(提) が表⽰され、 ⼯程は「作成者」に戻ります。
提出者の⽅は作成者が再送後、再度「提出者点検」に⼯程が移りますので、その後データを修正、送信してください。

最終点検の承認処理が完了した場合、 案件状況︓完了となります。
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作成・提出者編
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■ 仕様書登録作業の流れ

「作成・提出者」とは、仕様書関連情報の作成者であり、提出者となります。
主に、⽣協１次仕⼊先・直取引メーカー、代⾏作成を担当する帳合（ベンダー）を指します。
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■ 登録状況の確認

■■ 登録商品がワークフロー上に存在しない場合

■■ 登録商品がワークフロー上に存在した場合

CKNSでは、データ送信を⾏うと⾃動的に登録商品がeB-workflow（取引管理情報）システムに起案されます。
まずは、⾃社商品仕様書の登録状況をご確認頂き、仕様書作成を⾏ってください。

※eB-workflow画⾯の閲覧⽅法、確認⽅法については キーワード検索/リスト検索 をご参照ください。

登録予定の商品の仕様書は、未登録です。
仕様書の作成を⾏い、データ送信をしてください。送信完了後、「代表点検」として登録されます。

⾃社内でeBASE交換ファイル(eB-Xfile)を利⽤し、１つの仕様書を複数の企業にご提出されている場合、
他拠点の⽅が既に登録済みの仕様書がワークフロー上に存在していることがあります。

既にワークフロー上にあるデータを別⽣協へ送信した場合、「専⽤点検」として登録されます。
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■■ 登録済み商品の修正

CKNSに登録済みのデータは、「eB-foodsプラグイン画⾯」の情報がロックされ、上書き登録ができません。
データの修正が必要な場合は、提出先の帳合（ベンダー）様や⽣協様にご連絡頂き、該当商品の「差戻し」処理を依頼してください。

※ワークフローの点検状況を確認し、「差戻し(⽣)」または「差戻し(提)」と表⽰されていること
 作成者の⼯程状況が「⼊⼒待」と表⽰されていることをご確認の上、データを再送信してください。
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■ 仕様書の作成

■■ 確認・承認画⾯の⼊⼒

「eB-foodsプラグイン」＋「各⽣協アドオンプラグイン」（作成者欄・提出者欄）を⼊⼒します。

「仕様書作成者」欄に⼊⼒した値はワークフロー上の「作成者会社名」「作成者⽒名」「作成者所属」に反映されます。
「仕様書提出者」欄に⼊⼒した値はワークフロー上の「提出者会社名」「提出者⽒名」「提出者所属」に反映されます。

「仕様書承認」欄に⼊⼒がないと、提出先で「承認」することができませんので、ご注意ください。

「仕様書提出者」情報は、各提出先⽣協名のタブ内に⼊⼒してください。
※選択している「画⾯モード」によって、表⽰される⽣協名タブは異なります。
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▼ 仕様書承認欄がグレイアウトしていて⼊⼒ができない場合

包材表⽰ ・・・ 包材画像や商品画像の添付欄の「未確定」にチェックが⼊っていませんか︖
栄養成分の「成分値未確定」にチェックが⼊っていませんか︖

製造⼯程 ・・・ 製造⼯程全般>「⾦属探知機」「ウエイトチェッカー」の値が「未確定」になっていませんか︖
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■■ アドオンプラグイン画⾯の⼊⼒

【CKNS共通】

※管理添加物・包材材質確認・添付欄は全⽣協様共通となりますが、web開⽰情報は各⽣協様ごとで管理されます。
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【コープきんき(宅配)】

【コープきんき(店舗)】
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【コープきんき(ギフト）】

【コープデリ】
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【コープ北陸】

【東海コープ】
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【コープCSネット】
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■ 点検状況の確認

■■ 代表点検

■■ 専⽤点検

■■ 差戻しデータ

■■ 点検完了

データ送信完了後は、workflow画⾯より登録したデータを検索し、確認してください。

新規で送信が完了すると、点検種別︓代表 ／ 案件状況︓進⾏中 となり「⽣協1次点検」に⼯程が移ります。

別⽣協宛で送信が完了すると、点検種別︓専⽤ ／ 案件状況︓進⾏中 となり「⽣協1次点検」に⼯程が移ります。

登録後に⽣協側で「差戻し」をされた場合、
点検種別の下に差戻し(⽣)が表⽰され、⼯程は作成者に戻ります。データを修正後、再送信してください。

最終点検の承認処理が完了した場合、案件状況︓完了となります。
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差戻し通知メール配信
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■ 差戻し通知メール配信

■■ メール配信先アドレスの⼊⼒

■■ メール配信条件

提出者（帳合）または⽣協側で「差戻し」処理が⾏われると、
作成者（メーカー）や提出者（帳合）宛に提案データの「差戻し」があったことを1⽇1回、夜間に通知メールを配信します。

メール配信先アドレスは、下記の確認・承認画⾯で⼊⼒します。

作成者は「仕様書作成者」欄の「eMail」
提出者または作成・提出者の場合は、各⽣協タブ内「仕様書提出者」欄の「eMail1」「eMail2」に⼊⼒をします。

※「標準確認⼊⼒」タブ内の「eMail1」「eMail2」に⼊⼒したアドレス宛てには送信されません。

【直接送信】 ①②作成・提出者メールアドレス宛に配信

【帳合経由】 提出者（帳合）側で差戻しをした場合、①作成者（メーカー）メールアドレス宛に配信
⽣協側で差戻しをした場合、①作成者（メーカー）メールアドレスと②提出者（帳合）メールアドレス宛に配信

・差戻し処理が実施された翌⽇（夜間）に配信されます。
 例︓4⽉10⽇に差し戻しをされた場合、4⽉11⽇の未明に配信されます。

・1メールアドレスにつき、1通のメールが配信されます。
 ※複数の商品が差戻しされた場合でも配信されるメールは1通となります。

・夜間のメール配信処理時に差戻し状態となっているデータが対象であるため
 差戻し処理が実施された同⽇（夜間のメール配信処理までの間）に、修正データの再送信を⾏った場合は
 差戻し通知メールは配信されません。
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■■ 差戻し通知メールの確認

確認・承認画⾯で⼊⼒したメールアドレス宛に、下記の差戻し通知メールが配信されます。
メール本⽂のURLよりworkflowにログインすると、差戻し対象データの⼀覧が表⽰されます。

①メール配信の前⽇分のみ⼀覧が表⽰されます。 ②現在、差戻しされている全てのデータの⼀覧が表⽰されます。

各データの詳細画⾯を開いた際、詳細コメントが⼊⼒されている場合は内容を確認してください。
確認後、該当箇所を修正いただき、データの再送信をお願い致します。
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【 商標・版権に関して 】
 ● 本マニュアルの内容の⼀部または全部を無断で複製、転載することはできません。
 ● 本マニュアルの内容については、変更する事があります。
 ● eBASEstandard、eBASEjr.、eBASEserverはeBASE株式会社の登録商標です。
 ● Adobe Acrobat ReaderはAdobe Systems Incorporated(アドビシステムズ社)の商標です。
 ● その他本マニュアル記載の製品名および会社名はすべて各社の商標または登録商標です。
   なお、本書では、TM、Rマークは明記しておりません。

【 お問い合わせ先 】
 eBASEサポートセンター
  住所︓〒531-0072 ⼤阪市北区豊崎5-4-9商業第2ビル2F
  電話︓06-6486-3915  FAX︓06-6486-3956
  eMail︓support@ebase.co.jp  URL︓https://www.ebase.co.jp/
  受付時間︓9:30〜12:00、13:00〜17:30（⼟⽇祝⽇および弊社休業⽇除く）
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